
韓
国
社
会
教
育
法

(
一
九
八
二
)

の
性
格
に
つ
い
て

は

じ

め

に

韓
国
の
教
育
に
つ
い
て
日
本
の
研
究
者
が
得
て
い
る
情
報
量
は
き
わ
め
て
少
な
い
と

い
っ
て
よ
い
。

理
由
は
種
々
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
言
語
・
文
字
の
問
題
が
あ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
韓
国
語
を
話
し
て
自
分
で
現
地
調
査
を
し
、
あ
る
い
は
ハ

ン
グ
ル
の
文
献
資
料
を
読
み
こ
な
す
こ
と
の
で
き
る
日
本
人
研
究
者
は
数
少
な
い
。

だ
が
両
国
の
関
係
を
方
向
を
逆
に
見
直
し
て
み
る
な
ら
ば
、
日
本
の
教
育
に
つ
い
て

韓
国
の
研
究
者
が
保
有
す
る
情
報
は
相
当
な
量
に
達
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

韓
国
の
研
究
者
が
日
本
で
資
料
を
収
集
し
、
日
本
語
文
献
を
自
由
に
読
み
こ
な
し
て
日

、
本
の
教
育
に
対
す
る
判
断
を
下
し
て
い
る
例
を
み
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

つ
ま
り
日
本
と
韓
国
の
あ
い
だ
の
相
互
の
教
育
研
究
の
現
状
は
、
韓
国
か
ら
日
本
へ

の
「
一
方
通
行
」
的
関
係
に
あ
っ
て
、

日
本
か
ら
韓
国
へ
の
方
向
は
い
ち
じ
る
し
く
遅

滞
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
自
体
が
、
よ
り
一
般
的
に
、

十
分
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
両
国
間
の
結
び
つ
き
方
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と

_，L，.、，

居

内

史

郎

も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

地
理
的
に
も
っ
と
も
近
い
隣
国
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的

な
関
係
に
お
い
て
密
接
な
交
流
関
係
を
も
っ
韓
国
に
つ
い
て
、
教
育
研
究
の
状
況
が
こ

の
よ
う
に
偏
っ
て
い
る
の
は
け
っ
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
状
態
は

早
急
に
改
善
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

本
報
告
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
の
第
一
の
も
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
認
識
に
立
っ
て
、

少
し
で
も
韓
国
教
育
に
関
す
る
情
報
を
日
本
の
研
究
者
に
提
供
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
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、
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筆
者
は
、

八
一
年
、

八
四
年
の
三
回
に
わ
た
っ
て
訪
韓
し
、
韓
国
社
会
教

八
三
年
、

育
の
現
状
に
つ
い
て
の
若
干
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
第
二
回
の
と
き
は
、

韓
国
で
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
「
社
会
教
育
法
」
が
初
め
て
制
定
さ
れ
た
直
後
で
あ
っ

た
が
、
同
法
の
条
文
を
入
手
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
法
律
は
日
本
の
社
会
教
育

法
と
か
な
り
深
い
関
係
が
あ
り
、
非
常
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
法
律
の
制
定
、
存
在
に
つ
い
て
す
ら
、

日
本
の
社
会
教
育
関
係
者
の

あ
い
だ
で
は
現
在
に
い
た
る
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
筆
者



韓
国
社
会
教
育
法
三
九
八
二
)
の
性
格
に
つ
い
て

は
、
条
文
入
手
の
当
時
か
ら
、
こ
れ
を
わ
が
国
の
学
界
に
紹
介
す
る
こ
と
に
つ
い
て
一

種
の
義
務
感
を
自
分
で
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
多
忙
の
ゆ
え
に
そ
の
義

務
の
遂
行
が
延
び
延
び
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

今
回
、
八
六
年
度
来
コ
一
カ
年
の
日
本
私
学
振
興
財
団
の
学
術
研
究
振
興
資
金
か
ら
の

援
助
に
よ
る
共
同
研
究
「
韓
国
の
近
代
化
と
伝
統
的
価
値
観
」
の
ま
と
め
の
仕
事
の
一

環
と
し
て
、
韓
国
社
会
教
育
法
と
日
本
の
社
会
教
育
法
と
の
比
較
を
試
み
た
の
で
、
こ

こ
に

ω韓
国
社
会
教
育
法
の
全
条
文
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て

ω日
本
社
会
教
育
法
と
の

若
干
の
比
較
、

お
よ
び

ω韓
国
社
会
教
育
法
の
特
徴
に
つ
い
て
、
筆
者
の
考
察
結
果
を

報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
韓
国
社
会
教
育
法
の
紹
介

以
下
に
、
韓
国
社
会
教
育
法
の
全
条
文
を
紹
介
す
る
。

社

会

教

育

法

(
一
九
八
ニ
・
一
一
了
一
五

国
会
通
過
)

第
一
章

結、

員。

第
一
条
(
目
的
)

こ
の
法
律
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
生
涯
を
通
じ
て
社
会
教
育

の
機
会
を
与
え
、
国
民
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
(
定
義
)

こ
の
法
律
に
お
い
て
使
わ
れ
る
用
語
の
定
義
は
、
次
の
通
り

で
あ
る
。
「
社
会
教
育
」
と
は
、
他
の
法
律
に
規
定
さ
れ
た
学
校
教
育
を
除
き
、
国
民
の

生
涯
教
育
の
た
め
の
す
べ
て
の
形
態
の
組
織
的
な
教
育
活
動
を
い
う
。

二
四

「
社
会
教
育
団
体
」
と
は
、
法
人
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
社
会
教
育
を
主

た
る
目
的
と
す
る
団
体
を
い
う
。

「
社
会
教
育
施
設
」
と
は
、
社
会
教
育
を
主
た
る
目
的
と
す
る
施
設
を
い
う
。

第
三
条
(
適
用
範
囲
)

社
会
教
育
に
関
し
て
は
、
他
の
法
律
に
特
別
な
規
定
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
法
律
を
適
用
す
る
。

第
四
条
(
機
会
均
等
及
び
自
律
性
の
保
障
)

①
す
べ
て
の
国
民
は
、
社
会
教
育

の
機
会
を
均
等
に
保
障
さ
れ
る
。

②
社
会
教
育
は
、
学
習
者
の
自
由
な
参
加
と
自
発
的
な
学
習
を
基
礎
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
(
社
会
教
育
の
中
立
性
)

社
会
教
育
は
、
政
治
的
、
党
派
的
、
そ
の
他

個
人
的
偏
見
の
宣
伝
の
た
め
の
方
便
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
条
(
社
会
教
育
の
実
施
)

何
人
も
、
こ
の
法
律
と
他
の
法
令
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
社
会
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
次
の
各
号
の
一
に

該
当
す
る
者
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

禁
治
産
者
ま
た
は
準
禁
治
産
者

破
産
者
と
し
て
復
権
し
て
い
な
い
者

禁
鋼
以
上
の
刑
の
判
決
を
受
け
、
そ
の
執
行
が
終
了
も
し
く
は
執
行
さ
れ
な

い
こ
と
が
確
定
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
者

四

法
院
の
判
決
ま
た
は
法
律
に
よ
っ
て
資
格
が
禁
止
ま
た
は
失
わ
れ
た
者

第
七
条
(
教
育
課
程
等
)

①
社
会
教
育
は
、
教
育
の
課
程
・
方
法
・
時
間
等
に

関
し
て
は
、
こ
の
法
律
及
び
他
の
法
令
に
特
別
な
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ

を
実
施
す
る
者
が
定
め
る
と
と
も
に
、
学
習
者
の
必
要
と
実
用
性
を
尊
重
し
な
け
れ
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②
一
定
の
時
間
以
上
実
施
さ
れ
る
社
会
教
育
課
程
に
は
、
国
民
教
養
に
必
要
な

定
の
教
育
内
容
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
定
の
時
間
以
上
実
施
さ
れ
る
社
会
教
育
課
程
及
び
こ

れ
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
民
教
養
に
必
要
な
教
育
内
容
は
、
大
統
領
令
で

定
め
る
。

第
八
条
(
公
共
施
設
の
利
用
)

①
社
会
教
育
実
施
者
は
、
社
会
教
育
の
た
め
に
、

そ
の
本
来
の
用
途
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
限
り
、
公
共
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
長
」
る
。

②
第
一
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
公
共
施
設
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
管
理
者
は

特
別
な
事
由
が
な
い
限
り
、
そ
の
利
用
を
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
(
営
利
の
制
限
)

社
会
教
育
は
、
営
利
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
は

工
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第
十
条
(
履
修
者
の
学
力
等
の
認
定
)

①
大
統
領
令
で
定
め
た
一
定
の
社
会
教

育
課
程
を
履
修
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
相
応
す
る
社
会
的
待
遇
が
与
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

②
大
統
領
令
で
定
め
た
社
会
教
育
課
程
を
履
修
し
た
者
に
対
し
て
は
、
大
統
領
令

の
定
め
る
そ
の
相
応
す
る
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
も
の
と

し
て
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
章

国
及
び
地
方
自
治
団
体
の
任
務

第
十
一
条
(
国
及
び
地
方
自
治
団
体
の
任
務
)

①
国
及
び
地
方
自
治
団
体
は
、

こ
の
法
律
と
他
の
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
社
会
教
育
施
設
の
設
置
、
社
会

教
育
専
門
要
員
の
養
成
、
教
育
資
料
の
開
発
、
経
費
の
補
助
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
の
国
民
に
生
涯
を
通
じ
て
社
会
教
育
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
努
力

韓
国
社
会
教
育
法
(
一
九
八
二
)
の
性
格
に
つ
い
て

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
国
及
び
地
方
自
治
団
体
は
、
そ
の
所
管
に
属
す
る
団
体
ま
た
は
施
設
・
事
業
場

等
の
設
置
者
に
対
し
て
、
社
会
教
育
の
実
施
を
積
極
的
に
勧
奨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、。
第
十
二
条
(
社
会
教
育
政
策
調
整
委
員
会
の
設
置
)

①
社
会
教
育
に
関
す
る
政

策
を
審
議
・
調
整
す
る
た
め
に
文
教
部
に
社
会
教
育
政
策
調
整
委
員
会
を
置
く
。

②
第
一
項
の
社
会
教
育
政
策
調
整
委
員
会
の
組
織
・
機
能
・
運
営
等
に
関
す
る
必

要
な
事
項
は
、
大
統
領
令
で
定
め
る
。

第
十
三
条
(
社
会
教
育
協
議
会
)

①
社
会
教
育
の
効
率
的
な
実
施
の
た
め
の
協

議
・
調
整
・
そ
の
他
社
会
教
育
実
施
者
相
互
間
の
協
力
増
進
の
た
め
に
、
ソ
ウ
ル
特

別
市
・
直
轄
市
及
び
道
の
教
育
委
員
会
(
以
下
グ
市
・
道
教
育
委
員
会
d

と
い
う
)

に
社
会
教
育
協
議
会
を
置
く
。

②
第
一
項
の
社
会
教
育
協
議
会
の
組
織
と
運
営
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
当
該

地
方
自
治
団
体
の
条
例
で
定
め
る
。

第
十
四
条
(
指
導
及
び
支
援
)

①
市
・
道
教
育
委
員
会
は
、
社
会
教
育
団
体
ま

た
は
社
会
教
育
施
設
の
設
置
者
の
要
請
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
団
体
ま
た
は
施
設
の

設
置
者
の
社
会
教
育
活
動
を
指
導
ま
た
は
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
市
・
道
教
育
委
員
会
は
、
社
会
教
育
団
体
ま
た
は
社
会
教
育
施
設
の
設
置
者
の

要
請
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
団
体
ま
た
は
施
設
に
お
い
て
社
会
教
育
活
動
に
従
事
す

る
者
の
資
質
向
上
の
た
め
に
必
要
な
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条
(
経
費
補
助
)

①
国
は
地
方
自
治
団
体
に
対
し
て
社
会
教
育
の
振
興

に
必
要
な
経
費
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
国
及
び
地
方
自
治
団
体
は
、
社
会
教
育
団
体
ま
た
は
社
会
教
育
施
設
の
設
置
者

二
五



韓
国
社
会
教
育
法
三
九
八
二
)
の
性
格
に
つ
い
て

に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
経
費
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
六
条
(
資
料
提
出
の
要
請
)

文
教
部
長
官
ま
た
は
市
・
道
教
育
委
員
会
は
、

社
会
教
育
団
体
ま
た
は
社
会
教
育
施
設
の
設
置
者
に
対
し
て
、
社
会
教
育
に
関
す
る

調
査
・
研
究
そ
の
他
計
画
樹
立
に
必
要
な
資
料
の
提
出
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
章

専
門
要
員

第
十
七
条
(
専
門
要
員
の
資
格
等
)

①
大
統
領
令
が
定
め
る
一
定
の
規
模
以
上

の
社
会
教
育
団
体
ま
た
は
社
会
教
育
施
設
に
は
、
社
会
教
育
課
程
の
編
成
・
進
行
と

教
育
効
果
の
分
析
・
評
価
等
、
社
会
教
育
活
動
の
企
画
・
分
析
及
び
指
導
業
務
を
専

担
す
る
社
会
教
育
専
門
要
員
(
以
下
H

専
門
要
員
d

と
い
う
)
を
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

②
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
専
門
要
員
の
資
格
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
大
統
領
令
で

定
め
る
。

第
十
八
条
(
欠
格
事
由
)

第
六
条
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
専
門
要
員

に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
九
条
(
身
分
保
障
)

専
門
要
員
の
身
分
は
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

」
の
た
め
に
必
要
な
事
項
は
大
統
領
令
で
定
め
る
。

第
二
十
条
(
専
門
要
員
養
成
・
研
修
機
関
の
設
立
認
可
)

①
文
教
部
長
官
は
、

大
統
領
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
専
門
要
員
の
養
成
も
し
く
は
研
修
の
機
関
の

設
立
を
認
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
専
門
要
員
の
養
成
・
研
修
機
関
の
設
立
認
可
を
得
ょ
う

と
す
る
者
は
、
専
門
要
員
の
養
成
ま
た
は
研
修
の
た
め
に
必
要
な
施
設
・
設
備
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
・
設
備
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
大
統
領
令
で
定

一二ハ

め
る
。

第
四
章

社
会
教
育
施
設

第
二
十
一
条
(
社
会
教
育
施
設
の
設
置
)

①
社
会
教
育
施
設
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
大
統
領
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
目
的
実
現
の
た
め
に
必
要

な
施
設
・
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
第
一
一
項
に
よ
る
社
会
教
育
施
設
の
設
置
者
は
、
大
統
領
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
管
轄
市
・
道
教
育
委
員
会
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
社
会
教
育
施
設
の
設
置
者
が
、
そ
の
施
設
を
閉
鎖
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
大

統
領
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
管
轄
市
・
道
教
育
委
員
会
に
申
告
し
な
け
れ
ば

工
、
コ
工
、
O

J
/
戸
ル

v
d
4
J
I
V

第
二
十
二
条
(
私
設
講
習
所
)

私
人
が
多
数
人
に
三
十
日
以
上
継
続
ま
た
は
反

復
し
て
社
会
教
育
を
実
施
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
し
な
い
施

設
の
振
興
・
育
成
に
関
し
て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。

第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
社
会
教
育
施
設

事
業
場
等
の
施
設
で
所
属
職
員
の
研
修
の
た
め
の
施
設

第
ニ
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
学
校
に
附
設
す
る
施
設

第
二
十
三
条
(
図
書
館
及
び
博
物
館
)

①
図
書
館
及
び
博
物
館
は
社
会
教
育
施

設
と
す
る
。

②
図
書
館
及
び
博
物
館
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。

第
五
章

学
校
及
び
大
衆
媒
体
と
社
会
教
育

第
二
十
四
条
(
学
校
と
社
会
教
育
)

①
大
学
・
師
範
大
学
・
教
育
大
学
及
び
専

門
大
学
は
、
当
該
大
学
の
特
性
に
適
し
た
社
会
教
育
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

②
第
一
項
の
学
校
を
除
く
学
校
は
、
当
該
学
校
の
施
設
状
況
を
考
慮
し
、
適
正
な



方
法
で
社
会
教
育
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
(
学
校
施
設
の
利
用
)

学
校
の
図
書
館
・
博
物
館
そ
の
他
の
施
設

は
、
学
校
教
育
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
限
り
、
社
会
教
育
の
た
め
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
二
十
六
条
(
社
会
教
育
施
設
の
附
設
)

①
学
校
に
は
社
会
教
育
事
業
の
た
め

に
必
要
な
施
設
を
附
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
学
校
の
設
置
経
営
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
を
附
設
し
ま
た
は
閉
鎖

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
監
督
庁
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
(
大
衆
媒
体
と
社
会
教
育
)

新
聞
・
放
送
・
雑
誌
等
大
衆
媒
体
を

経
営
す
る
者
は
、
当
該
媒
体
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
限
り
、
そ
の
媒
体
を

通
じ
て
社
会
教
育
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章

補

貝日

第
二
十
八
条
(
是
正
命
令
)

①
市
・
道
教
育
委
員
会
は
、
社
会
教
育
に
関
す
る

活
動
が
第
五
条
、
第
七
条
第
二
項
も
し
く
は
第
九
条
の
規
定
に
違
反
す
る
と
き
は
、

大
統
領
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
是
正
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
是
正
命
令
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な
事
由
が
な
い
限
り
、

指
定
さ
れ
た
期
限
内
に
こ
れ
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
(
罰
則
)

第
七
条
第
二
項
ま
た
は
第
九
条
の
規
定
違
反
に
よ
る
第

二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
も
と
づ
く
是
正
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、

一O
O万
ウ

オ
ン
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
条
(
施
行
令
)

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
大
統
領

令
で
定
め
る
。

品
目"れμ
'

員リ

韓
国
社
会
教
育
法
(
一
九
八
二
)
の
性
格
に
つ
い
て

」
の
法
律
は
、
公
布
後
六
カ
月
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
共
訳

朴
貞
美
、
倉
内
史
郎
)

ニ
、
日
本
社
会
教
育
法
と
の
比
較

八
二
年
韓
国
社
会
教
育
法
の
制
定
に
い
た
る
ま
で

韓
国
で
は
上
記
の
社
会
教
育
法
の
制
定
に
い
た
る
ま
で
に
、
じ
つ
に
十
数
種
の
社
会

教
育
法
案
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
年
を
追
っ
て
い
う
と
、
す
で
に
一
九
五
二
年
に
、
文

教
部
成
人
教
育
課
に
「
社
会
教
育
審
議
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
韓
国
最
初
の

社
会
教
育
法
案
の
成
案
が
え
ら
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
法
制
定
を
み
た
八
二
年
か
ら
遡

る
と
、
三
十
年
ま
え
の
こ
と
で
あ
る
。

以
来
、
五
八
年
、
五
九
年
、
六

O
年
、
六
七
年
、
七
八
年
、
七
九
年
、

八

O
年、

jI、

一
年
に
法
案
が
作
成
さ
れ
、
な
か
で
も
八

O
年
に
は
第
一
次
案
か
ら
第
五
次
案
ま
で
修

正
案
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
が
と
く
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

一
九
五
二
年
の
最
初
の
法

案
が
、

当
時
制
定
さ
れ
て
ま
だ
三
年
し
か
経
っ
て
い
な
か
っ
た
日
本
の
社
会
教
育
法

(
四
九
年
六
月
一

O
日
法
律
第
二

O
七
号
)
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。戦

時
下
に
日
本
の
三
高
に
学
び
、
戦
後
は
中
央
日
報
の
特
派
員
と
し
て
滞
日
し
、
同

新
聞
主
筆
を
経
て
、
現
在
韓
国
放
送
通
信
大
学
(
国
立
)
教
授
で
あ
る
金
昇
漢
博
士
の

解
説
に
よ
る
と
、
五
二
年
の
法
案
は
参
照
し
た
日
本
社
会
教
育
法
の
影
響
を
受
け
て
、

六
・
二
五
動
乱
(
朝
鮮
戦
争
)
下
に
あ
り
な
が
ら
進
歩
的
な
内
容
と
社
会
教
育
振
興
へ

の
国
の
積
極
的
な
意
志
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
く
評
価
さ
れ
た
と
い
う
。

二
七



韓
国
社
会
教
育
法
(
一
九
八
二
〉
の
性
格
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
戦
後
改
革
期
の
教
育
民
主
化
の
過
程
で
成
立
し
た
四
九
年
の
日
本
社
会
教
育

法
の
性
格
か
ら
の
影
響
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
五
二
年
の
法
案
が
、
韓
国
に
お
け
る
そ
れ
以
後
の
社
会
教
育
法
案
の
審

議
に
つ
ね
に
「
無
言
の
影
響
力
を
発
揮
し
た
」
(
金
昇
漢
)
と
い
わ
れ
る
こ
と
に
留
意

す
る
な
ら
ば
、
八
二
年
の
韓
国
社
会
教
育
法
を
理
解
す
る
う
え
で
、
わ
が
国
社
会
教
育

法
と
の
比
較
検
討
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
日
韓
両
国
の
教
育
事
情
の
相
違
、
社
会
教
育
に
関
し
て
は
と
く
に
こ
の
三

十
年
間
の
彼
我
の
政
治
的
経
緯
の
ち
が
い
が
、
社
会
教
育
の
役
割
の
と
ら
え
方
に
多
く

の
異
な
る
点
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
裏
返
し
て
い
え
ば
、
社

会
教
育
の
と
ら
え
方
の
ち
が
い
か
ら
両
国
の
政
治
体
制
の
差
違
を
知
る
こ
と
も
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

比
較
研
究
の
観
点
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
基
本
性
格
が
共
通
し
て
い
る
場
合
ほ
ど
、
そ

の
共
通
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
互
に
相
違
す
る
点
が
い
っ
そ
う
鮮
明
に
浮
か
び
出
て
く
る

と
も
い
え
る
。

こ
の
報
告
で
は
、

日
韓
社
会
教
育
法
の
比
較
を
掘
り
下
げ
て
お
こ
な
う
ま
で
に
は
い

た
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
は
な
お
時
日
を
貸
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

以
下
に
と
り
あ
え
ず
、

八
二
年
韓
国
社
会
教
育
法
の
条
文
を
土
台
に
、
現
行
日
本
社
会

教
育
法
と
の
主
要
な
相
違
点
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

日
本
社
会
教
育
法
と
の
異
同

〔
第
一
条
関
連
〕

「
す
べ
て
の
国
民
に
生
涯
を
通
じ
て
社
会
教
育
の
機
会
を
与
え
」
と

あ
り
、
生
涯
教
育
(
韓
国
語
で
は

H

平
生
教
育
対
o
d
Z
0
7
と
表
現
さ
れ
る
)

の
思
想

が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
社
会
教
育
法
中
に
も
生
涯
教
育
の
合
意
は
あ
る
が
、
四
九

二
八

年
制
定
の
当
時
に
は
ま
だ
生
涯
教
育
概
念
は
登
場
し
て
お
ら
ず
、
条
文
の
文
言
と
し
て

は
し
め
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
最
近
の
臨
教
審
答
申
が
「
生
涯
学
習
体
系
へ
の
移
行
」

を
提
言
し
、
現
行
社
会
教
育
関
連
法
規
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
の
で
、
近
い
将
来
に
、

わ
が
国
の
社
会
教
育
法
に
も
生
涯
教
育
あ
る
い
は
生
涯
学
習
と
い
う
こ
と
が
う
た
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

第
一
条
に
は
「
国
家
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
が
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
わ
が
国
の
社
会
教
育
法
に
は
そ
の
よ
う
な
目
的
規
定
は
な
い
。

〔
第
二
条
関
連
〕

「
社
会
教
育
」
の
定
義
は
、

大
筋
に
お
い
て
わ
が
国
と
同
じ
で
あ
っ

て
、
学
校
教
育
以
外
の
組
織
的
な
教
育
活
動
を
す
べ
て
社
会
教
育
と
と
ら
え
る
視
点
を

し
め
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
「
国
民
の
生
涯
教
育
の
た
め
の
」
教
育
活
動
と
い
う
よ

う
に
、
社
会
教
育
と
生
涯
教
育
と
を
複
合
さ
せ
て
の
べ
て
い
る
。

〔
第
四
条
関
連
〕

こ
こ
で
は
社
会
教
育
の
機
会
均
等
の
保
障
と
学
習
者
の
自
律
性
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
社
会
教
育
法
に
も
同
様
の
精
神
が
内
包
さ
れ
て
い
る

と
み
る
べ
き
で
あ
る
が
、
韓
国
社
会
教
育
法
で
は
明
確
に
文
言
と
し
て
そ
の
こ
と
を
掲

げ
て
い
る
。
と
く
に
「
学
習
者
の
自
由
な
参
加
と
自
発
的
な
学
習
を
基
礎
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
指
示
に
は
、
近
年
成
人
教
育
に
関
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
学
習

者
の
∞
巾
]
竹
内
問
円

2
江
戸
、
刊
号
訟
の
考
え
方
の
反
映
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
同
時
に
、

韓
国
の
統
制
的
な
政
治
体
制
に
対
し
て
、
社
会
教
育
へ
の
統
制
の
歯
止
め
を
設
け
よ
う

と
す
る
重
い
意
味
が
う
か
が
わ
れ
る
。

〔
第
七
条
関
連
〕

一
定
時
間
以
上
実
施
さ
れ
る
社
会
教
育
課
程
に
は
「
国
民
教
養
に
必

要
な
教
育
内
容
」
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
規
定
は
、
わ
が
国
に
は
み
ら

れ
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
緊
張

し
た
対
立
関
係
の
な
か
で
、
反
共
思
想
を
核
と
す
る
国
民
教
養
の
形
成
を
さ
す
も
の
で



あ
る
が
、
北
と
の
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
内
容
も
微
妙
に
変
化
す
る
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

〔
第
十
条
関
連
〕

社
会
教
育
課
程
で
の
履
修
に
社
会
的
評
価
を
与
え
よ
う
と
す
る
規
定

で
、
こ
れ
も
わ
が
国
の
社
会
教
育
法
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
学
校
卒
業

と
同
等
以
上
の
学
力
認
定
と
い
う
こ
と
は
わ
が
国
の
制
度
に
は
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、

今
後
の
生
涯
学
習
体
系
の
構
想
の
具
体
化
の
な
か
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

〔
第
十
一

t
十
六
条
関
連
〕

第
二
章
で
は
国
及
び
地
方
自
治
団
体
の
社
会
教
育
に
関
す

る
任
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
筋
は
わ
が
国
の
社
会
教
育
の
制
度
と
共
通
し
て

い
る
。

〔
第
十
七
条
関
連
〕

「
社
会
教
育
専
門
要
員
」
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
わ
が
国
社
会

教
育
法
に
規
定
す
る
社
会
教
育
主
事
が
教
育
委
員
会
の
職
員
で
あ
る
の
に
対
し
、
社
会

教
育
団
体
ま
た
は
社
会
教
育
施
設
の
専
門
的
指
導
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点

が
異
な
る
。
し
か
も
一
定
規
模
以
上
の
団
体
や
施
設
に
は
、
こ
の
専
門
要
員
を
必
置
と

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

〔
第
二
十
一
条
関
連
〕

社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

わ
が
国
の
社
会
教
育
法
で
は

「
公
民
館
」
条
項
が
も
っ
と
も
主
要
な
規
定
と
し
て
同
法
中
の
重
要
部
分
を
構
成
し
て

い
る
が
、
韓
国
社
会
教
育
法
に
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
は
と
く
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

法
制
定
に
い
た
る
歴
史
的
経
過
の
な
か
で
は
、
国
民
文
化
館
(
五
人
年
)
、
郷
土
館
(
六

七
年
)
、

社
会
教
育
館
(
七
九
、

八
O
年
)
な
ど
が
案
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、

八
二
年
法
に
は
そ
れ
ら
に
当
る
も
の
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

〔
第
二
十
二
条
関
連
〕

社
会
教
育
施
設
に
関
連
し
て
、
「
私
設
講
習
所
」
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

私
設
講
習
所
は
、

べ
つ
に
・
「
私
設
講
習
所
に
関
す
る
法

韓
国
社
会
教
育
法
三
九
人
二
)
の
性
格
に
つ
い
て

律
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
‘
私
人
が
多
数
人
に
三
十
日
以
上
継
続
ま
た
は
反

復
し
て
、
知
識
・
技
術
・
芸
能
・
体
育
等
を
教
習
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
各

種
学
校
・
専
修
学
校
に
似
た
性
質
の
教
育
機
関
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
わ
が

国
の
法
制
的
概
念
で
は
、
通
常
、
各
種
学
校
や
専
修
学
校
の
教
育
を
社
会
教
育
に
含
め

て
取
扱
っ
て
は
い
な
い
。

〔
第
二
十
七
条
関
連
〕

新
聞
・
放
送
・
雑
誌
等
の
い
わ
ゆ
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
社
会

教
育
の
有
力
な
手
段
と
と
ら
え
て
、

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
経
営
者
に
社
会
教
育
へ
の
寄

与
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
わ
が
国
の
社
会
教
育
論
で
も
、

マ
ス
コ
ミ
と
社
会
教
育
の
関

係
は
し
ば
し
ば
と
り
あ
げ
ら
れ
る
が
、
社
会
教
育
法
上
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
教
育

の
関
連
を
定
め
て
い
る
規
定
は
な
い
。
社
会
教
育
の
制
度
に
は
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
一
一
、
韓
国
社
会
教
育
法
の
特
徴

生
涯
教
育
(
平
生
教
育
)
と
一
体
的
関
係

第
一
条
お
よ
び
第
二
条
第
一
号
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
韓
国
社
会
教
育
法
で
は
社
会

教
育
と
生
涯
教
育
と
を
不
可
分
の
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
「
社

会
教
育
」
は
学
校
教
育
と
区
別
さ
れ
る
教
育
活
動
だ
と
す
る
一
方
で
、
そ
の
教
育
活
動

は
「
生
涯
教
育
の
た
め
」
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

社
会
教
育
法
案
が
い
く
つ
も
作
成
さ
れ
て
き
た
な
か
で
、
「
平
生
教
育
」
な
る
言
葉

が
は
じ
め
て
用
い
ら
れ
た
の
は
一
九
七
八
年
の
「
社
会
教
育
振
興
法
要
綱
」
に
お
い
て

で
あ
る
。
七
九
年
の
法
案
に
も
、
平
生
教
育
の
理
念
に
立
脚
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て

い
る
。
と
く
に
八

O
年
の
第
五
共
和
国
憲
法
第
二
十
九
条
で
、
国
家
は
平
生
教
育
を
振

二
九



韓
国
社
会
教
育
法
〈
一
九
八
二
)
の
性
格
に
つ
い
て

興
す
る
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
て
以
後
、
ど
の
法
案
で
も
社
会
教
育
と
平
生
教
育
の
不
可

分
の
関
係
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

韓
国
で
平
生
教
育
の
概
念
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
八

0
年
代
初
頭
か
ら
と

い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
憲
法
の
条
文
に
平
生
教
育
の
振
興
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
と
密
接

に
関
連
す
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
八
二
年
社
会
教
育
法
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た

時
期
に
制
定
さ
れ
た
法
律
と
し
て
の
特
徴
を
表
わ
し
て
い
る
。

日
本
の
場
合
、
「
生
涯
教
育
」
は
教
育
理
念
と
し
て
は
す
で
に
七

0
年
代
以
来
相
当

に
拡
っ
て
き
て
い
る
。
社
会
教
育
と
生
涯
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
議
も
活
発
に

展
開
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、
八

0
年
代
に
入
る
と
「
生
涯
学
習
」
と
い
う
言
葉

が
む
し
ろ
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
近
の
臨
教
審
答
申
で
は
、
教
育
改
革

の
基
本
的
方
向
と
し
て
生
涯
学
習
体
系
へ
の
移
行
が
提
唱
さ
れ
、
八
八
年
に
は
文
部
省

に
社
会
教
育
局
に
代
え
て
生
涯
学
習
局
が
設
け
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

た
だ
し
法
制
上
は
、
日
本
の
社
会
教
育
法
は
四
九
年
制
定
以
来
の
枠
組
み
の
ま
ま
な

の
で
、
条
文
と
し
て
生
涯
教
育
あ
る
い
は
生
涯
学
習
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か

し
今
後
の
社
会
教
育
法
改
正
に
際
し
て
は
、
な
ん
ら
か
の
形
で
生
涯
学
習
に
つ
い
て
の

規
定
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

社
会
教
育
に
よ
否
国
民
の
指
導
・
啓
発

韓
国
社
会
教
育
法
は
、
国
民
資
質
の
向
上
を
通
し
て
「
国
家
社
会
の
発
展
に
寄
与
」

(
第
一
条
)
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ま
た
一
定
時
間
以
上
実
施
さ
れ
る
社
会
教
育
課
程

に
は
、
「
国
民
教
養
に
必
要
な
一
定
の
教
育
内
容
」
(
第
七
条
第
二
項
)
を
含
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

さ
き
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
国
民
教
養
」
が
実
質
的
に
意
味
す
る
も
の
は
、
北
と

。

の
関
係
に
お
け
る
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
教
育
を
核
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

国
の
政
策
に
も
と
づ
い
て
国
民
思
想
の
方
向
づ
け
を
お
こ
な
う
こ
と
が
、
社
会
教
育
の

重
要
な
役
割
で
あ
る
こ
と
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。

八
O
年
の
第
一
次
か
ら
第
五
次
に
わ
た
る
社
会
教
育
法
草
案
に
お
い
て
も
、

定
期

間
以
上
実
施
さ
れ
る
社
会
教
育
に
は
「
国
民
生
活
に
必
要
な
教
育
内
容
」
が
含
ま
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
こ
れ
を
「
必
要
的
社
会
教
育
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
必
要
的
社
会
教
育
の
内
容
は
大
統
領
令
で
定
め
る
と
し
て
い
る
点
も
、
八
二
年

社
会
教
育
法
の
国
民
教
養
と
同
様
で
あ
る
。

五
八
年
の
社
会
教
育
法
案
に
は
、
地
域
社
会
の
指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
の
「
新
生

活
指
導
者
訓
練
院
」
を
国
が
設
置
す
る
規
定
が
あ
り
、
七
九
年
の
社
会
教
育
法
案
に
は

「
社
会
教
育
指
導
士
」
の
資
格
を
も
っ
者
の
配
置
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
八
二
年
法

の
社
会
教
育
専
門
要
員
(
第
十
七
条
)

の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。以

上
の
よ
う
な
社
会
教
育
の
教
育
内
容
の
規
定
、
社
会
教
育
指
導
者
の
養
成
・
配
置

に
関
す
る
規
定
か
ら
、
社
会
教
育
を
通
じ
て
の
国
に
よ
る
国
民
の
指
導
・
啓
発
の
構
図

が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
の
社
会
教
育
法
は
、
戦
前
・
戦
中
の
国
家

に
よ
る
国
民
教
化
を
否
定
し
、
国
民
自
身
の
自
己
教
育
を
社
会
教
育
の
本
質
と
す
る
立

場
に
拠
っ
て
い
る
の
で
、
韓
国
社
会
教
育
法
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
規
定
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
法
制
定
の
時
点
に
お
け
る
両
国
の
国
情
の
相
違
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

包
括
的
な
「
社
会
教
育
」
概
念

韓
国
社
会
教
育
法
の
「
社
会
教
育
」
概
念
は
、
わ
が
国
社
会
教
育
法
の
そ
れ
よ
り
も



ひ
ろ
く
包
括
的
だ
と
い
え
る
。

社
会
教
育
の
定
義
で
は
、
学
校
教
育
を
除
く
そ
れ
以
外
の
組
織
的
な
教
育
活
動
を
社

会
教
育
と
す
る
、
と
い
う
点
で
は
日
韓
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
社
会
教
育

法
が
実
際
に
取
扱
い
、
規
定
し
て
い
る
教
育
活
動
に
つ
い
て
み
る
と
、
韓
国
の
場
合
の

方
が
ひ
ろ
い
範
囲
を
包
含
し
て
い
る
と
い
え
る
。
韓
国
社
会
教
育
法
で
は
、

わ
が
国
の

各
種
学
校
・
専
修
学
校
に
該
当
す
る
私
設
講
習
所
の
教
育
を
社
会
教
育
に
含
み
、
ま
た

企
業
内
教
育
を
も
社
会
教
育
概
念
に
包
摂
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
(
第
二
十

二
条
)
。
さ
ら
に
新
聞
・
放
送
・
雑
誌
等
の
大
衆
媒
体
(
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
)
を
社
会
教

育
の
有
力
な
手
段
と
し
て
そ
の
利
用
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
(
第
二
十
七
条
)
。
こ

れ
ら
の
教
育
活
動
に
関
し
て
は
、
わ
が
国
の
社
会
教
育
法
で
は
取
扱
っ
て
い
な
い
。

こ
の
違
い
が
ど
こ
か
ら
生
じ
る
か
と
い
え
ば
、

わ
が
国
の
社
会
教
育
法
は
、
法
の
日

的
が
「
社
会
教
育
に
関
す
る
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
任
務
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
あ
り
、
韓
国
社
会
教
育
法
は
社
会
教
育
に
よ
っ
て
「
国
家
社
会
の
発
展
に
寄
与
」
す

る
と
い
う
よ
り
上
位
の
目
的
概
念
を
設
け
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
日
本
の
社
会
教
育
法
は
、
社
会
教
育
の
定
義
に
つ
い
て
は
韓
国
と
ほ
ぼ
共
通

し
て
い
る
も
の
の
、
法
の
諸
規
定
は
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
任
務
に
か
か
わ
る
も
の

に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
わ
が
国
で
は
、
社
会
教
育
法
に
よ

る
社
会
教
育
と
は
、

い
わ
ゆ
る

J
行
政
社
会
教
育
。
と
い
う
独
特
な
範
囲
の
も
の
に
限

定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

韓
国
社
会
教
育
法
で
も
社
会
教
育
に
関
す
る
「
国
及
び
地
方
自
治
団
体
の
任
務
」
を

当
然
規
定
し
て
い
る
が

(
第
二
章
)
、
そ
れ
が
法
の
内
容
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
法
の

部
に
そ
れ
を
含
む
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
、
わ
が
国
の
社
会
教
育
法
の
社
会
教
育
概
念
は
狭
く
、
韓
国
社
会
教
育
法

韓
国
社
会
教
育
法
〈
一
九
八
二
)
の
性
格
に
つ
い
て

の
そ
れ
は
よ
り
ひ
ろ
い
と
い
う
違
い
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
る
。

社
会
教
育
理
論
の
見
地
か
ら
は
、
韓
国
社
会
教
育
法
の
社
会
教
育
概
念
の
方
が
一
般

的
に
妥
当
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
の
社
会
教
育
法
に
よ
る
社
会
教
育
概
念
は
、
法
の
目
的

に
よ
っ
て
、
限
定
さ
れ
た
範
囲
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
今
後
、

わ
が
国
で
生

涯
学
習
の
観
点
か
ら
社
会
教
育
法
の
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、

た
と
え
ば

民
間
教
育
文
化
産
業
に
よ
る
教
育
活
動
や
、
企
業
内
教
育
、
職
業
訓
練
な
ど
を
も
視
野

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
社
会
教
育
概
念
の
幅
を
も
っ
と
ひ
ろ
げ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

注

(
1
)

韓
国
学
院
総
連
合
会
『
学
院
教
育
ヰ
社
会
教
育
』
一
九
八
二
年
の
附
録
に
、
こ
れ
ら
の

社
会
教
育
法
案
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
書
二
八
七
1
四
二
九
頁
。

(
2
)

金
昇
漢
「
社
会
教
育
法
制
定
判
官
ヰ
帯
三
O
年
」
、
前
掲
『
学
院
教
育
斗
社
会
教
育
』

所
収
の
論
文
。

(
3
)

韓
国
精
神
文
化
研
究
院
『
平
生
教
育
勾
体
制
斗
社
会
教
育
勾
実
態
』
一
九
八
二
年
、
五

頁。


